34の
浮気なダイスは、ステッキでぼくの頭をゴンゴンと叩いた。
「いつ、痛いよ!」(HPマイナス3)あわてて身をかわし、バットを横に払う。この一撃で
敵はあっけなく倒れた。バットに叩かれ大きくふっとんだ浮気なダイスは、土の山の上にポ
テッと転がる。すると土は、みるみるうちに浮気なダイスの体を飲みこんだ。そして-。
ぽいっ!何かを吐き出す。鈍く光る銅の色をしたそれは、草原の模様が彫りこまれた、
大地のペンダントだった。ぼくはそれを大事にしまうと、四つ角に向かって歩きはじめた。
◆『大地のペンダント』を入手した。アイテムリストにチェックして38(
350
ぼくとジェフは、グルメ豆腐マシンをこわきに抱え走った。目ざすはモノトリービルだ!
イチゴ豆腐が作れるっていえば、48階の秘書さんの所まで行けるぞ。そしてその48階
にはポーラがいるはずだ。ぼくらは、勢いこんで、モノトリービルに飛びこんだ。
)受付へ263へ●エレベーターへ318へ
ぼくとジェフは、北の方の通路へ進んでみた。

